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（１）大町市消防団 

昭和２３年 ３月 自治体消防として大町、平村、常盤村、社村それぞれ消防団が発足 

する。 

昭和２９年 ７月 大町、平、常盤、社の一町三ヶ村が合併したことに伴い大町市消防団 

         が定数１，２７０名で発足する。 

昭和３０年 ２月 日本消防協会優良消防団表彰旗を受賞する。 

昭和４０年 ３月 消防庁長官表彰（竿頭綬）を受賞する。 

昭和４１年 ９月 第１３回県下消防団長大会が当市において開催される。 

昭和４３年 ４月 常備消防の充実に伴い定数を大幅に削減し、７８０名となる。 

昭和４８年１１月 当市消防団長が県消防協会長に就任する。 

昭和５２年 １月 市民初参加の「消防出初式」を実施する。 

昭和５５年 ４月 定数を６２６名とする。 

昭和５８年 ３月 消防庁長官表彰旗を受賞する。 

平成 ５年 ４月 消防団活性化対策検討委員会を設置する。 

１１月 消防団活性化対策検討委員会答申書を作成し、団長に提出する。 

平成 ６年 ４月 消防団活性化委員会を設置する。 

平成 ７年 ４月 消防団活性化対策事業により、女性消防団員が入団する。 

平成 ８年 ４月 長野県市町村災害時相互応援協定を締結する。 

   梅雨前線豪雨災害に対する水防功績により全国水防管理団体連合会 

会長表彰を受賞する。 

平成 ９年 ４月 蒲原沢土石流災害の功績により消防庁長官感謝状及び日本消防協会長 

表彰を受賞する。 

平成１８年 １月 大町市、八坂村、美麻村が合併したことに伴い、定数が８３５名と 

なる。 

平成１９年 ４月 平成１８年７月梅雨前線豪雨災害に対する水防功績により全国水防 

管理団体連合会会長表彰を受賞する。 

平成２６年 ４月 消防団員の減少に伴い定数を削減し、７６９名となる。 

当市消防団長が県消防協会長に就任する。 

平成２６年１２月 市役所消防応援隊を結成し消防団支援を開始する。 

平成２８年 ４月 喇叭部組織再編を実施（本部分団付）。 

平成３０年 ５月 県下第９５回都市消防長・消防団長並びに事務主任者会議が当市に 

おいて開催される。 

平成３０年 ６月 消防団員定年制の撤廃実施。機能別団員制の導入。 

令和２年度    ポンプ操法・ラッパ吹奏大会が感染症流行により中止となる。 

令和３年度    ポンプ操法・ラッパ吹奏大会、令和４年消防出初式が感染症流行によ

り中止となる。 

令和 ５年 ４月 団員の減少に伴い組織を再編し７分団１４部、定数を削減及び区分を

見直しし基本団員４５６名、機能別団員１００名 計５５６名となる。 



組織・機構 

（令和５年４月１日現在） 

（１）大町市 

分団名   部数  実員数  管轄区域 

                 本部分団  ２    ４０   全域 

 

第１分団  ３    ９３   大町 

 

第２分団  ２   １２６    平 

 

第３分団  ３   １０４   常盤 

 

第４分団  ２    ７０    社 

 

第５分団  １    ５９ 八坂 

 

第６分団  １    ３４   美麻 

 

                      計   １４部   ５２８名 

市 長 

団 長 

副団長１名 


